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一
丁

丁腕毎鱗澤 謀務

靭

総

月

集

毎

続

も

平成11年度
平
残
五
年
麦
大
学
娩
番
宮
学
研

究
科
学
位
言をと
接
与
式
が
、
９
月
２７

自
分
１２
持
３。
分
か
ら
、
本
学
ユ
号

館
２
階
大
会
一審
ふ一
た
わ
い
て
行
わ

れ
、
学
長
か
ら
２
亀
の
社
会
入
学

生
に
修
士

⌒機
線
答
理
学
）
の
学

位
淀
が
受
与
さ
れ
た
．）

本
研
究
科
撤
、　
一
般
学
生
な
も

こ
よ
り
、
社
会
人
や
外
観
人
宿
学

生
の
統
学
を
考
遺
，工
一畳
夜
閣
議

綱
や
セ
メ
ス
タ
‥
親

一４
月
又
な
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学位証を授与された谷口雅和さん(左 )、勝本美幸さん(右 )。

学筆
響
事
‐後‐，露
彗
棗

大
学
院
経
営
学
研
究
科
で
挙
行

崎
廃
入
学
）
を
採
用
し
て
お
り
、

今
態
、
学
位
一起
を
接
与
さ
れ
た
２

名
は
、
い
ず
れ
も
爵
月
入
学
の
社

会
入
学
生
で
、
会
計
事
務
所
勤
務

の
谷
『
雅
和
さ
ん
Ｌ
小
学
校
で
教

鞭
を
と

っ
て
い
る
勝
水
美
幸

さ

′ん
っ二

人
と
も
仕
事
と
勉
学
を
蔑

立
さ
せ
て
見
事
学
往
記
を
接
与
さ

れ
た
っ

隠 惑 露騒露〔ことと留鷲叢震馨簿割

，

　

一
・

・
・
一
　

　

′

を

後学期入学式tこおいて入学生を代表して、村歴日幸員じさんが宣誓を行った。

平
成
五
年
度
本
２
焼
経
竺与
務

究
群
後
学
甥
入
学
式
が
、
Ю
粛
１

ヨ
０
・３
時
か
ら
、
本
学
ユ
子
館
２

始
大
会
議
室
に
為
い
て
行
わ
れ
、

学
長
か
ら
４
名
の
入
学
が
詩
て
き

れ
た
υ

今
閣
、
入
学
し
た
４
名
は
、
去

る
６
月
弦
劉
０
年
を未
施
さ
れ
た
本

扮
究
科
入
学
試
験
で
合
格
し
た
後

一
た期
入
学
生
で
あ
る
。

入
学
生
や
つ
ち
、
３
名
態
社
会

人
学
生
で
本
研
究
移
博
と
前
鐵
課

程

へ
、
１
名
は
外
爾
人
密
学
生
（イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
で
用
構
十
後
鶏
課

おもな内容

ストッフ
。
・ザ・セクハラ

入試麟 禄

大学改革

2

5

`― ………・3

程

へ
入
学
Ｌ
な

っ
た
。

・往
事
と
勉
学
の
鹿
立
は
、
大
変

で
あ
る
う
が
、
学
位
一記
を
手
た
す

る
ま
で
が
ん
ぼ

っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
９

最

新

の

Ｍ

Ｒ

Ｉ

村
上
記
念
病
院

一笞
予
”
猫
本
川
の
本
学
歯
学
部

附
屈
村
上
記
念
病
院
束
館
２
階
の

故
修
Ｉ
事
が
Ю
月
４
燿
か
ら
始
ま

っ
た
。
工
期
な
わ
２
ヶ
河
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

今
瓢
の
政
修
意
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

（磁

気
未
鳴
撮
像
装
意
）
の
吏
薪
に
停

＞つ
も
の
で
あ
る
，
現
在
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

装
置
は

一
九
八
八
年
に
導
入
し
た

も
の
だ
が
、
各
チ綾
導
入
す
る
こ
と

と
な
っ
た
機
種
な
島
淳
裟
の
Ｍ
Ａ

Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

，
Ｅ
Ｐ
鸞
Ｓ
Ю
で
新
し

い
機
能
が
付
加
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
画
像
が
飛
陸
約
に
向
上
す
る

Ｌ
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
装
置

に
よ
り
崩
神
経
外
科

（親
ド
ッ
ク

に
も

利
用
さ
れ
る
ｃ）
、為
科
彼

裁
、
強
舞
復
域
に
新
し
い
一診
断
分

野
が
、
そ
し
て
ま
た
、
整
形
外
科

の
領
域
で
も
面
像
の
虎
比
に
よ

り
、
診
断
精
度
の

一
層
の
角
上
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
現
在
本
館
ユ
階
に
あ
る

権
神
経
外
料
外
来
診
療
室
も
東
館

２
附
へ
樗
転
す
る
予
定
で
あ
る
（）

感
神
経
外
科
拒
Ｌ
っ
て
必
須
の
Ｖ

Ｒ
こ
と
撃
管
な
連
携
が
一
層
促
進

さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
息
者

の

方
々
権
と

つ
て
も
望
ま
Ｌ
い
万
′厠

に
進
む
も

の
と
一一一一甲
た
よ
う
。

はなみずき

秋
朝
入
試
が

終

っ
た
ｃ
あ
ま

，
受
験
者
を
集

め
る
こ
と
は
で

き
な
か

っ
た
。

本
学
だ
け
で
な

ご
▲
上
剛
数
大
学
で
こ
の
秋
期

入
試
が
行
わ
れ
た
の
だ
が
、

新
謝
の
諭
調
を
借
り
る
と
お

し
な
べ
て
低
調

で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
Э

本
が
鉄
恩
で
も
秋
が
あ
る
゛

年
に
２
回
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と

い
う
こ
Ｌ
は
受
験
生
に

と

っ
て
大
変
有
利
な
こ
と
だ

と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
実
傘

に
な
多
く
の
浪
人
生
ほ
春
の

失
敗
を
軟
に
リ
ベ
ン
ジ
Ｌ

い

う
方
厠́
柱
向
か
わ
な
か

っ
た

こ
Ｌ
に
な
る
ｃ

日
本
で
は
、

い
や
世
界
中

の
理
々
が
腕
じ
状
況
で
あ
ろ

う
が
、
大
学
入
学
は
ゴ
子
ル

で
は
な
く
、
社
会
人
と
な
る

た
め
の
場
た
路
に
，

っ
た
と

で
翌

」Ｌ

に
な
ろ
う
も
軟
蕉

大
学
し
て
夏
に
卒
業
し
て
も

企
業
が
そ
の
時
に
門
戸
を
開

′ヽ、
て
お

い
て
く
れ
な

い
Ｌ
卒

業
生
は
次

の
奈
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な

い
。
事
実
秋
期
入

試
を

一
早
く
取
り
入
れ
た
Ｔ

大
学
で
は
卒
廷
学
生
が
始
ど

だ
そ
う
で
あ
る
。
秋
嬢
入
武

を
一霊
細
さ
せ
る
た
め
に
な
社

会
の
側
の
変
化
も
必
一宏
と
な

ろ
う
争
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９
月
妨
剛
銀
に
翡
催
さ
れ
た
総

合
審
議
会
に
お
い
て
、
始
越
正
也

学
長
か
ら
大
学
故
単
の
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
発
言
が
な
さ
れ

た
。本
大
学
な
射
世
紀
拒
施
け
て
魅

力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
簿
指
‘

て
、
組
織
運
営
体
絨
の
整
備
、
入

試
改
革
、
奨
学
支
援
綱
度
の
充
実

な
ど
稜
粧
約
な
改
革
が
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
こ
の
娘
ど
教
育
液
撃

等
た
陶
す
る
具
体
的
な
方
策
が
示

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．

姶
雄
学
長
は
、
多
様
な
学
生
が

大
学
に
入
学
す
る
班
状
で
は
、
大

学
は
サ
ー
ビ
ス

（教
育
）
を
提
供

す
る
場
で
あ
る
と
の
認
識
を
教
職

崇
命
興
が
持
つ
必
要
が
あ
る
◇
専

径
教
員
に
対
す
る
大
学
の
嬢
待

患
、
エ
ン
ロ
，
ル
メ
ン
ト
マ
了
小
‥

ジ
メ
ン
ト

（入
学
か
ら
一
業
ま
で

の
学
生
支
援
の
シ
ス
テ
ム
）、す
な

か
ち
、学
生
募
集
（入
裁
）か
ら
入

帯
落
あ

生
サ【
雄
た
すを
含
め
た
学
生

教
育
、
そ
し
て
〓
業
時
の
競
職
先

の
斡
焼
⌒競
職
先
の
表
発
）ま
で
を

最
重
要
譲
筵
と
Ｌ
て
認
識
し
、
漁

ら
種
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

る
Ｌ
述
べ
ら
れ
た
後
、
オ次
の
Ｌ
お

▼ク
共
体
鈴
な
方
策
が
示
さ
れ
た
）^

⇔

常
・作
募

集
に
↓
い
て
は
、
高

校
訪
聞
を
含
め
積
極
織
な
取
り
縦

み
を
あ
躯
い
し
た
い
金
の
入
学
後

の
教
育
■
つ
い
て
は
、
ゴ
Ｄ
活
動

を
実
施
し
、
落
ち
こ
ぼ
れ
学
生
を

最
小
繰
ｔ
し
、
移
叛
の
学
生
を
牲

会
に
送
り
出
す
Ｌ
い
う
溜
始
を
達

成
す
る
た
め
廷
あ
ら
ゆ
る
方
一李
ど

裁
じ
る
３
勢
工
え
を
一づ
く
り
を
用

約
と
し
た
新
入
■
合
宿
研
修
の
実

施
、
的
‘
１
年
次
か
ら
ゼ
ミ
ヘ
の

全
員
参
期
、
¢
．
基
礎
教
育
の
充

実
、
●

オ
フ
ィ
ス
ア
フ
ー
の
充

実
、
仕
、
新
入
生
に
対
す
る
進
性

診
新
テ
ス
ト
の
実
施
、
彿
．
サ
ー

ク
ル

・
ク
ラ
ブ
滞
勤
へ
の
芝
援
、

く，ｆ，
．
課
外
務
座
の
瞬
誠
等
ω
一承ご
本

柱
際
し
て
は
、
就
職
支
援
講
座
の

充
実
、
就
職
先
の
開
発
、
就
蛾
後

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
を
躍

る
。
０
事
業
上
と
の
連
携
を
強
化

高
等
教
育
の
進
学
年
齢
寝
で
あ

る
導
幾
人
騨
患
、
平
成
な
年
の
２

０
５
万
人
を
ど
―
ク
と
し
て
急
激

な
減
少
に
転
じ
、
平
成
盈
年
の
と

２
◇
万
人
ま
で
減
少
し
た
後
校
ば

い
と
な
る
と
予
濃
さ
れ
て
い
る
ぅ

数
年
の
上
で
は
、
平
成
夙
年
度

に
は
大
学
・短
大
の
埋
谷
方

（入

一
〓
左
景
）
と
志
殖
髯
数
が
蔑
数
柱

な
っ
て
全
入
の
状
況
と
な
り
、
私

立
本
写
・
短
六
た
た

っ
て

ズ
み

時
代
」
が
到
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
意
外
に
そ
の
危
機
感
を

身
近
■
感
じ
て
い
る
人
は
少
な
い

の
で
嬢
な
い
だ
ろ
う
か
３

し
か
し
、
Ｔ
成
４
年
の
ピ
ー
ク

聴
か
ら
Ｔ
威
■
年
ま
で
の
鶴
歳
人

騨
の
波
ケ
嫁
一一だ
ド締
万
人

（湧
％

減
）
に
の
な
り
、
こ
れ
が
私
〓ユ
大

碁■
短
大
体
及
ぼ
す
学狂
勢娘
想
徐

を
維
す
る
も
の
が
あ
る
。

杢
各十度
の
中人
試
結
果
で
、
坐
上

大
学
の
２
割
、
私
立
短
大
の
５
割

以
上
が
入
学
窪
瑠翁
れ
を
一生
が）た

こ
と
は
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

す
る
（ャ
⑤
地
域
社
会
、
企
業
と
の

通
携
を
強
化
す
る
。

以
上
、
学
長
か
ら
示
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
、
今
後
学
蔀
教
授
会

で
透
発
な
論
議
が
行
わ
れ
、
改
革

に
斑
け
て
積
極
始
な
象
り
組
み
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
◆

出
来
事
た
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

で
は
、
私
立
大
学
が
現
在
置
か

れ
て
い
る
状
況
と
は
ど

の
よ
ふ
ノな

も
の
で
あ
ろ

つヽ
◆

別
の
収
容
力
の
推
移
で
あ
り
、
こ

れ
を
褪
別
に
見
る
と
大
き
な
構
造

的
塗
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

そ
の
変
化
と
は
、
私
立
短
大
が

競
争

大

私
ヽガ

大
学
の生
き
残
りを
か
け
た
戦
い

0

―

戦
後
、
最
大
規
模
に
肥
大
し
た
４
年
制
大
学
の

収
容
力
と
減
少
を
続
け
る
１８
才
人
ロ
ー

平
成
７
年
度
か
ら
平
成
五
年
度

に
か
け
て
の
大
学

・
短
大
の
収
容

力
の
雑
移

（表
と
）
を
見
る
と
５

年
簡
で
約
≧
万
人
の
増
加
を
示
し

て
い
る
が
、
年
度
ご
と
の
策
力………
は

低
率
で
あ
り
文
部
省
Ｑ
嬢
予
荻
弯

駿
衆
ど
お
り
大
学

・
短
大
の
全
体

貌
筏
で
な
お
か
む
ね
抑
制
の
状
況

″す
め
る
と
い
え
る
ｃ

う
か
し
、
開
経
慰
大
学
、
短
火

そ
の
生
き
残
り
を
か
け
て
入
学
定

員
の
全
部
又
は

一
部
を
大
学
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
に
よ
つ
て
起
こ

さ
れ
た
短
大
の
収
容
力
の
減
少
と

こ
れ
に
よ
↓
て
も
た
ら
さ
れ
た
大

学
の
収
容
力
の
難
大
で
あ
る
。

本
学
が
位
置
す
る
地
域
に
お
い

て
も
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
用
様

の
状
沈
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ

れ

全国の大学・垣大収容力 (入学定員)の推移 (表 1)

(臨集 支部密発行 大学―境 )

岐阜県、愛知県の大学 `短大収容力 (入学定員)の推移 (表 2)

す。を(注 )( )Å 鯨、平
(歳 典 支密ι省発`l 大学一覧、平成11年度学校基本調査穂舗 )

マ

諷

霊

置

区  分 大   学 短期大学 言手

690,605メ＼

692,993

697,236

7001315

701,087

前年すと矮l」n率

平成 7年度
平成 8年度
平成 9年度
平成10年度

平成11年度

4931135人

4981913

505,961

515,735

524.807

i97,37elフ (

1941080

1911325

1341580

176,280
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0.4

0.6

0.4

0,1
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区   分

l'ユ県 登無纂 岐阜県 登知県 計

平成7年度

平成8年度

平成9年度
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埼、190ス

資13鉛
姿1540
4,730

4、 920

(3,220)

30、 103大

30,528

30,753

321885

33、 152

(28.496)

3資 ,203大

341828

351293
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資,600大
受,6∞
4,37o

4050

3.380
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18109rじ 大
15,475

151105

10,889

131奏 15

(9,596)

20,690抹

20,075

,9,47与

:7,939

17,295
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ま
た
、
平
成
１０
年
度
高
等
学
校

卒
業
者
の
大
学
、
短
★
べ

の
進
学

者
数
と
平
成
二
年
度

の
収
容
力
の

比
較
に
日
を
幕
し
て
み
る
と
、
養

無
巣
で
は
大
幅
ｔ
収
容
力
が
進
学

者
数
を
上
用
る
と

い
ふ
／新
た
な
状

況
が
現
れ
て
い
る
、）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
養
知
県

の
学
生
確
保
競
争
は
、
養
知
果
の

志
願
者
を
全
て
吸
収
し
て
し
ま
う

だ
け
で
な
く
、
堀
逆
地
域
か
ら
の

進
学
傾
向
を
強
め
る
こ
と
と
な

そ
の
結
果
、
用
辺
地
域
に
位
置
じ

今
ま
で
愛
策
県
か
ら
霜
当
数
の
学

生
を
一受
け
入
れ
て
き
た
大
学
は
、

地
元
の
志
願
者
だ
け
で
な
く
愛
知

県
か
ら
の
意
履
者
の
減
少
と
で
つ

状
況
に
解
る
の
で
あ
る
．）

都
市
郡
に
笠
蔵
す
る
大
学
の
学

生
確
保
歳勢
す
の
激
化
は
、
そ
の
扇

辺
地
域
に
位
置
す
る
地
方
キ
今
宇
に

多
大
な
影
響
を
持
了
（、
こ
れ
ら
大

学
の
学
生
確
保
の
方
策
を
複
雑
化

し
そ
の
難
Ｚ
伴
ゼ
増
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度

の
入

訳
結
果
が
示
す
よ
う
に
、　
一
部
の

大
学
で
平
成
雰
年
度
を
得
た
ず
Ｌ

て
、
競
に
全
入
及
び
一番
只
勢
れ
の

次
経
と
な
っ
た
の
は
十
分
に
理
解

で
蒸
一る
◇

先
工
述
べ
た
構
造
拗
変
化
な
、

表
３
に
示
す
よ
う
に
平
成
セ
一生
度

も
桝
き
続
き
進
行
す
る
こ
Ｌ
は
闇

逸
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
養
無

柴
及
び
そ
の
周
透
地
域
の
私
立
大

学
の
学
生
確
保
競
争
は
ま
す
ま
す

激
化
す
る
で
あ
る
う
。

悸
冨
の
基
準
と
な
る
学
生
の
維

保
を
痴

一
に
を

た
る
私
立
大
学
は
、

こ
の
難
関
を
乗
り
努
る
た
め
、
ま

ず
は
入
武
方
法
に
あ
ら
ゆ
る
ｆ
夫

を
凝
ら
し
て
来
年
度
に
補
え
て
い

る
。平

成
１２
一雀
蓼
人
試
の
結
果
は
、

来
年
度
以
降
の
私
立
大
学
の
生
き

残
り
戦
略
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
。ま
ず
は
、
難
月
か
ら
始
ま
る
推

痛
入
試
が
第
１
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
ｃ

し
か
し
な
が
ら
、
根
本
約
な
周

題
は
、
私
立
大
学
が
ど
の
よ
う
に

し
て
現
代
社
会
が
求
め
る
多
様
な

機
能
を
暴
た
す
教
育
機
関
と
な
り
、

そ
れ
を
志
願
者
及
び
社
会
が
い
か

に
評
価
す
る
か
で
あ
り
、
今
後
数

育
内
容
の
孜
革
を
は
じ
め
と
す
る

多
岐
に
わ
た
る
大
学
改
革
が
、
そ

の
生
き
残
り
の
成
否
を
決
め
る
と

と
と
な
る
っ

短期大学の全部長は一部廃止tこよる大学への転換 (表 3)
(愛夕晨県、岐阜県関係、平成二2年度予定)

大学の新設
拷ス「二科大学 (菱知技術短期大学)
名古屋産業大学 (字£古屋女子機科短期大学)
人F歯弓環境大学 (爾婚孝囲国際短期大好)

短期大学の
同系列大学
の学部、学
な|の建設

≧知淑徳大学 (ヨミュニケーシ曇シ学翻、支イヒ創造,,ゅ
嶋曲女■学国大学 (文てと横報■善5〉
東海学国大学 (入文学部)
議笠蟄六■ (総合政策学部、テr女建情器学部)
名吉屋女子大学 4家散学部、生活環境学科)
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■
法
学
部
、
経
営
学
部
編
入
学

一

餓
講
魏
試
験

法
学
部
、
経
管
学
部
の
第
３
年

次

へ
の
編
入
学
試
験
が
９
月
郷
痢

御
ｒ
本
学
で
宝
絶
さ
れ
た
６
志
願

者
は
、
法
学
科
≧
名
、
経
営
学
科

３
家
、
情
報
管
理
学
科
２
岳
、
合

計
■
察
で
、
ぬ
訳
慰
短
期
大
学
か

ら
９
名
、
奪
修
学
校
か
ら
２
名
で

あ

っ
た
。
９
月
勢
日
祭
に
合
格
発

表
が
行
わ
れ
、
合
格
者
は
法
学
科

ユ
察
、
緩
雪与
荘
７
名
、
一年
遂
連

理
学
科
≧
名
で
あ

っ
た
。

Ｅ
大
学
院
３
研
究
科
入
学
試
験

法
学
研
究
科
博
士
前
競
誅
程
、

誓

薪

森

撃

一鶏

議

、

歯
学
研
気
科
樽
士
課
稚
の
大
学
試

験
が
そ
れ
かくれ
本
写
でＬ
麓
六
え

た

。法
学
研
究
科
は
１０
月
２
日
④
に

入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
３５
名
が
受

験
し
た
。
今
年
度
の
志
願
者
は
４２

忽
で
昨
年
の
野
名
を
大
幅
に
上
回

る
も
の
で
あ

っ
た
。
志
願
者
の
う

ち
・９
名
は
有
職
者
で
、
大
半
が
税

理
士
事
務
所
あ
る
い
は
会
計
事
務

所
に
勤
務
す
る
者
で
あ

っ
た
が
、

中
に
は
病
院
、
学
習
塾
、
会
社
に

勤
跨
す
る
者
も
あ

っ
た
。
蛉
月
８

薗
④
に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
、
再

名
が
合
格
と
判
定
さ
た
た
。

経
営
学
研
交
科
は
前
学
期
入
学

Ｌ
後
学
期
入
学
祥
分
霧
て
募
集
が

行
わ
れ
て
お
り
〓
今
囲
の
入
試
は

前
学
期
入
学
者
を
対
象
え
す
る
も

の
で
、
蛉
月
９
錮
的
に
行
わ
れ
舜

名
が
受
験
Ｌ
々
。
今
年
度
の
な
願

者
な
重
・名

（捧
爾
人
留
学
生
ユ
隼

を
含
む
◆）
で
昨
年
と
臓
数
で
あ

っ

た
。
志
願
者
の
う
ち
７
縮
が
有
戦

者
で
、
法
学
耕
究
料
を
同
様
に
税

理
と
・会
計
事
務
所
ンに勤
姪
つ
る

者
が
大
手
で
あ
つ
た
が
、
現
在
短

駆
大
学
一看
駿
学
科
に
勤
務
す
る
女

性
数
員
が
ユ
名
い
た
。
蛉
月
１４
潮

鶴
に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
、
９
名

が
合
格
と
判
定
さ
れ
た
。

歯
学
研
究
科
に
は
２
客

（昨
年

な
し
）
の
意
鞭
者
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
本
）至
四
学
部
オ
豆
衆
生
で
あ
っ

た
．
１。
月
４
目
の
に
試
験
が
行
わ

れ
、
２
客
と
も
合
格
と
報
定
さ
れ

た
。
な
み
、
３
月
に
２
次
寡
集
が

行
わ
れ
登
主
廷
で
あ
る
。

さ
で
、
激
月
拒
入
り
各
学
部
の

入
試
が
本
格
始
拝
籍
ま
る
９
平
成

乾
年
度
入
試
か
ら
推
薦
の
粋
が
５

割
ま
で
拡
大
さ
れ
、
各
大
学
が
生

き
残
り
を
賭
け
て
落
口

ｃと
と
な

る
。
本
大
学
の
新
し
い
入
試
煙
度

が
な
の
よ
う
な
結
果
を
出
す
か
簸

待
Ｌ
た
い
。

朝
自
大
学
産
業

情
報
夢
究
所
で
は

９
月
発
爾
偽
午
後

６
簿
よ
り
、
朝
自

大
学
名
古
屋
サ
テ

ラ
イ
ト
数
室
（隼

古
屋
駅
前
）
で
、葬

１
回
Ｑ
ゴ
Ｄ
月
彿

研
究
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
命
Ｑ
Ｆ

Ｄ

⌒
Ｏ
奮
盟
一ゼ

甕
″ち
白
す
静
鬱
？

芍
帯Ｏ
＜
いお
ｏ
ぉ
↓
中

品
質
機
能
展
齋
）

と
は
、
本
学
経
営

第1回 QFD月例研究会開催

朝日大学臨属病院

ヨミュニティーバス線 積循環)で

層綬利になりました。

○診療科 :歯科・ハ科

穂 横 働丁梅 積 1851
TEと ((158)329-1112r幼

先
港
、
社
手
で
宮
麹
察
に
行

き
タ
ク
シ
ー
に
業
っ
た
。
擁
か

プ
申
舞
球
の
話
で
痛
人
の
バ
ッ

タ
ー
■
つ
い
オ入
一拿
萌
が
及
ん
だ

簿
だ
っ
た
Ｌ
思
う
な
　
∵
（み
、

い
く
ら
打
線
鷺
祝
じ
ゃ
と
言
っ

て
も
、
４
番
バ
ッ
タ
，
ば

つ
か

り
並
べ
る
の
は
良
し
悪
↓

（よ

う
わ
る
比
フ）
だ
ょ
み
。
お
客
さ

ん
。」と
運
転
す子
さ
ん
が
一言
つ
た

の
で
あ
る
。　
一
寸
、
脳
ん
だ
。

岐
阜
で
も
か
な
り
の
地
位
に
就

い
て
い
る
方
も
ま
し
わ
る
Ｌ
と

言
っ
て
い
た
◆
自
分
で
は
絶
対

いよ
う
あ
↓
」
が
こ
し
い
と
思

つ
て
い
た
か
ら
群
書
も
見
な
か

っ
た
ラ́
Ｌ
こ
ろ
が
宮
麹
で
も
と

う
言
わ
れ
た
も

の
だ
か
ら
エ

芭
、
自
信
が
黛
く
な
っ
た
小学
し

か
も
そ
の
運
一修
子
さ
ん
は
彼
の

単
稲
田
大
学
磐
身
の
脱
サ
ラ
維

あ
る
じ
多
分
、
右
棚
に
答
を
支

え
る
視
が
無
か
っ
た
ら
ひ
つ
く

り
返
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
額
、
私
は
見
■
行

っ
た
こ
と

は
な
い
が
口
活
で
若
い
女
性
に

ま
わ
し
を
付
け
さ
せ
相
撲
を
取

ら
せ
る
低
俗
な
壌
顧
が
茄
行

っ

で
い
た
。

工
鷺
、
そ
の
先
輩
の
ま
わ
し

姿
、
見
井へく
な
い
な
ぁ
と
童
斜

に
考
え
た
。
小

雌
識
柱
し
て

先
輩
が
帰
っ
て
来
た
。
見
る
と

ま
わ
し
姿
で
は
な
い
９
恐
る
恐

る
伺
っ
て
み
た
。

「先
荘
、
ま

わ
し
を
し
て
く
る
と
言
↓
て
ま

し
た
サ
ど
正

〒
つ
ん
、
夕
彼
あ

ま
わ
し
、
仕
度
の
こ
と
よ
正
根

露
じ
と

い
う
こ
と
ば
が
あ

っ

た
。
あ
あ
そ
ふ
プか
。

日
本
語
は
難
し
い
と
つ
く
づ

く
嗣
０
つ
。

十

日
本
語
は
い
か
に
難
し
い
か
―
‐

と ぼ

る
っ
ど

っ
ち

で
も

い
い
ん
だ

っ

て
．
が

つ
か
り
し
た
。
と
腕
時
に

そ
り
ゃ
あ
調
達

っ
て
い
る
よ
な
ど

と
し
た
り
顔
で
言
わ
ず
に
良
か

っ

だ
そ
う
で
あ
る
。

岩
波
書
差
の

コ
な
善
一姓
こ
と
三

省
堂
の

一大
群
林
一
で
調
べ
て
え

た
。
何
を
ど
ち
ら
も
載

っ
て
い

て
み
た
。
一〓

ッ
ル
）笑

っ
て

「
フ

ー
ン
正

で
あ

つ
た
◇
ま
し
、
国

語
群
典
を
突
き
つ
け
て
や
ろ
う
。

芸

い
て
み
た
。
園
隆
軒

こ
う
こ

う
◇
日
の
中
◇
…
…
ほ
ら
合
っ
て

た
。
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
そ

の
後
に
こ
う
羅
さ
れ
て
い
た
。
歯

鵜
界
で
は
こ
う
く
う
と
も
言
う
◇

恐
れ
入
り
ま
し
た
ぃ〕

た
と
も
碁

砲

実
は
周
じ
鶏
題
を
以
前
経
験
ι

て
い
た
。

「
朦
雄
」
で
あ
る
。
こ

れ
な
誰
が
何
と
言
お
う
と
絶
対

ｒ
」
う

と

ジヽ
一
が
正
Ｌ

い
。
眸

学
、
高
校
で
も
そ
う
習

っ
て
来

た
。
睦
腸
頻
を
■
物
の
薄
聞
に
「く

う
ち
ょ
う
る
い
こ
と
な
教
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
尊
敬
す
る
節
に
言
っ

次
は
読
み
方
の
違
い
と
一ξ
つ
ま

り
方
言
な
の
か
も
知
れ
な

い
。

専
球
璃
を
べ
，
シ
と
発
音
す
る
の

を
痢
い
た
時
も
驚
い
た
。
で
は
４

ベ
ー
シ
、
５
ぺ
Ｉ
ｙヽ
気
」覧
く
だ

さ
い
。
日
本
語
だ
っ
て
沢
鐵
の
方

言
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
英
語
だ
っ

て
遊
方
に
行
け
ば
読
み
方
が
崇
な

る
の
な
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
。

極
め
つ
け
は

一ま
わ
し
一
で
あ

る
。
あ
る
固
、
先
輩
の
女
性
井
手
一

曜
自
残
業
を
し
て
い
た
。
仕
事
が

長
び
き
ま
だ
相
当
か
か
る
。
５
特

を
少
し
圃
っ
た
時
で
あ
る
。
そ
の

先
輩
１
４５
歳
ぐ
ら
い
だ
つ
た
ろ
う

か
◇
立
派
な
オ
バ
サ
ン
で
あ
る
―

が

「私

´
寸
家
へ
帰
っ
て
ま
わ
し

し
て
く
る
ｃ
Ｌ
の
た
も
う
た
の
で

ｈ
”色

toba

赤尾洋二教授

学
部
赤
尾
洋
二
教
授
が
麓
奔
さ
れ

た
経
営
技
法
で
あ
る
。
企
業
経
営

は
丼
必
客
様
の
満
足
（ω
ヽ
鈴
δ
憩
９
，

∽
黎
一∽
講
⇔
齢一ｃ
ｉ

Ｃ
Ｓ
）
の
実
現

を
大
き
な
溝
船
と
す
る
が
、
Ｑ
Ｆ

Ｄ
は
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
実
現
の
た

め
の
具
体
齢
な
方
法
で
、
顧
容
の

要
求
を
製
品
開
発
に
反
撲
さ
せ
、

霧

製
黒
齋
発
の
晶
賓
保
護
」
を

可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
Ｆ
Ｄ
な
す
で
控
、
世
界
？
工

要
漁
動
車
メ
ー
カ
ー
を
始
め
多
く

の
企
業
で
の
新
製
品
開
発
過
程
に

導
入
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

る
が
、　
一
簿
の
普
及
と
技
法
の
向

上
を
層
指
し
て
、
そ
の
開
発
者
で

あ
る
赤
尾
教
授
を
主
査
と
し
て
月

例
研
究
会
の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ

た
。研

究
′、（Ｆ
に
は
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
各
社
を
始
め
松
下
電
工
、
村
園

機
械
、
欠
崎
総
業
な
ど
槻
束

・
関

西
の
企
業
も
含
め
滋
社
２８
名
の
企

業
鶴
会
長
と
赤
尾

・
持
本

≡
小
浦

３
教
授
を
中
心
に
教
員
９
名
、
大

学
娩
生
５
名
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
も
参
猟
の

申
Ｌ
込́
み
が
続
い
て
い
る
。

９
月
お
自
の
第
１
瓢
は
、
磁
名

の
出
席
で
、
名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
は
続
業
の
状
況
で
あ

っ
た
。

１０
月
嬌
日
翁
の
第
２
躍

雪
か

ら

は
、
名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

と
、
穂
筏
キ
ャ
ン
パ
ス
を
Ｔ
Ｖ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
結
ん
ネヽ
、
２
カ
所

で
同
時
開
催
ご
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

な
み
、
Ｑ
Ｆ
Ｄ
月
例
研
究
会
の

成
果
発
表

の
場
と
し
て
、
毎
年
１

園

「
Ｑ
Ｆ
Ｄ
フ
オ
ー
ラ
ム
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｈ
Ｉ

‐
ご
と
を
読
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
第
≧
翻
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
平
成
１２
年
７
月
に
名
古
屋
市

で
読
雀
予
定
で
、
現
在
企
画
が
練

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
◇
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■

金

巨

す
部
お
はヽ
、
本
年
入
）写
の

１
年
を
か
ら
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
特
徴

の

一
つ
と
し
て
■
年
麟
の
演
冒
科
翻

の
必
修
化
が
あ
げ
ら
れ
る
ａ

ｌ
廷

削
鶏
に
恭
確
覆
留
、
豪
年

後
期
に
研
究
入
関

フ
オ
ー
ラ
ム
こ

２
年
前
期
に
播
究
入
門
フ
ォ
ー
ラ

ム
ュ
、
そ
し
て
２
年
後
競
か
ら
５

セ
メ
ス
タ
ー

（２
年
半
）
に
わ
た

っ
て
の
専
門
演
習
、
と
４
年
開
小

グ
ル
ー
プ
で
の
演
習
で
、
専
鞭
形

成
を
深
め
る
と
と
も
に
教
員
や
学

生
爾
志
の
人
湖
関
係
を
深
め
る
こ

Ｌ
を
ね
ら
い
Ｌ
し
て
い
る
。

１
年
猫
簸
の
基
礎
演
宵
で
は
、

経
世
学
書
野
ゼ
ミ
、
情
報
管
理
学

科
ヽ
ゼ
ミ
の
合
計
４２
人
の
教
員
の

担
当
で
稜
業
が
行
わ
れ
、
大
学
で

の
勉
学
の

方
法
や
経

営
学
部
で

の
教
育

の

体
系
の
理

篠
“

ｋ
≡
う

に
は
ボ
…
リ
ン
グ
競
技
な
ど
の
リ

ソ
ン
ツ
シ
ュ
も
行
わ
れ
、
学
生
簡

の
Ｖ
ミ
ュ
ニ
ケ
‥
シ
ョ
ン
も
深
ま

っ
た
旗
ら
で
あ
る
３

１
在
後
期
か
ら
は
、
研
究
入
闘

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｒ
が
、
経
営
学
科
２

ク
ラ
ス
、
情
報
管
理
学
科
Ｉ
ク
ラ

ス
の
中
規
模
の
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ

ー
ト
し
た
ぐ
こ
の
演
習
の
ね
ら
い

は
、経
営
学
科
４
分
野
、情
熱
管
理

学
科
３
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
誉
糸
の
理
解
そ
た
め

２
年
次
以
粋
が
一の
き
つ
な
笞
糸
で

授
業
科
露
を
履
修
す
れ
ば
自
分
の

望
ん
で
い
る
専
由
が
学
修
で
き
る

か
、
を
指
導
す
る
と
こ
ろ
獲
あ
る
（

喜
任
の
教
員
に
よ
る
各
学
科
の

分
野
に
つ
い
て
の
議
義
の
他
に
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
公
認
会

計
上

・
税
理
と
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
研
究
員
と
し
て
、
現
在
活
躍
昨

の
方
々
に
も
時
競
審
訴
∵
生
Ｌ
て
講

義
を
お
願
い
し
、
経
営
の
尊
門
家
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経
営
学
部
で
、
研
究
入
門

フ
ォ
ー
ラ
ム
始
ま
る

ｌ。
月
９
日
ω
蛉
特
か
ら
第
２
園

日
の
オ
ー
プ
シ
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

催
さ
れ
た
。

今
躍
は
、
去
る
８
月
２
濡
ω
に

開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
第
２
弾
で
あ
り
、
主
Ｌ
し
て
女

孟
凸
生
を
対
象
に
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
義
日
は
縛
名

の
女
子
〕向生
、
５
名

の
男
孟
鰊膊生
、
う
名

の
保
護
者
の
参
加
が

あ

っ
た
っ

は
じ
め
に
法
学
部

長
及
び
経
営
〓
部
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
の
特
色
等
正
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
さ

ら
に
２
０
０
０
年
度

入
試
の
特
徴
で
あ
る

多
様
な
入
試
方
法
に

つ
い
て
の
粉
要
巖
び

新
た
に
導
入
さ
れ
た

入
学
後
の
各
種
奨
学
支
援
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

引
さ
続
き
参
加
者
は
、
経
営
華

郡
の
横
を‐
．
‐
教
授
律
よ
る
薄
本
と
ア

メ
リ
カ
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て

自
分
の
経
験
を
も
Ｌ
に
し
た

一
ア

メ
リ
カ
文
化
を
考

え
こ

Ｌ
艇
し

才
ヤ

と
し
て
の
生
き
方
を
紹
介
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
本

学
の
数
職
課
程
セ
ン
タ
ー
か
ら

も
、
高
校
な
ど
の
教
員
へ
の
挑
戦

方
法
の
指
道
す
も
い
た
た
く
予
定
で

あ
る
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
そ
の

他
に
産
業
実
習

（イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
）
社
会
実
習

（ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
な
ど
）、海
外
演
習
、
な
ど

新
た
な
タ
イ
プ
の
授
業
科
鳳
も
嬬

意
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
多
様
な

チ
ヤ
レ
ン
ジ
が
単
位
と
し
て
評
価

さ
れ
る
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ワつ
◇

置
4-‐

日本とアメリカの文化の違いを横歯教授が講義

身

た
講
義
を
受
講
、
法
学
郡
の
大
塚

教
授
と
ゼ
ミ
生
に
よ
る
模
擁
法
廷

で
子
の
認
無
と
い
う
訴
訟
の
事
例

に
基
づ
き
裁
判
所
で
ど
の
よ
う
に

審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
模
擁
裁
判

を
体
験
、
さ
ら
に
経
営
学
部
の
森

ド
教
授
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
イ
ン
タ

Ｉ
ネ
ッ
ト
の
操
作
方

法
簿
各
自
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
の
実
習
体

験
を
し
た
っ

昼
食
は
、
立
食
パ

ー
テ
ィ
…
形
式
で
行

わ
れ
、
そ
の
場
に
お

い
て
をす
部
在
写
生
Ｌ

の
娯
一談
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
拙
速
会
な
ど
が
行

わ
れ
た
９
参
加
者
の

中

に
は
在
学
生
に

色
々
と
賓
麗
を
し
て

い
る
光
景
が
見
受
け

ら
れ
た
ｃ

昼
倉
後
は
、

構
科
衛
生
士
専

門
学
校
教
員
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
を
受

け
、
上
手
な
態

の
磨
き
方
を
学

ん
だ
。

こ
の
後
、
参

翔
響
愚

、
悽
早

市
内
に
あ
る
歯

学
部
附
属
村
上

記
念
病
院

へ
移

動
し
、
病
院
内

の
施

設

え

学

後
、
内
科
学
の
小
島
勤
教
授
拒
よ

る
女
垂
凸
生
た
ち
が
紐
（味
の
あ
る

一肥
満
Ｌ
ダ
イ
エ
フ
ト
」
と
題
じ

た
講
装
を
受
講
し
、
当
日
の
オ
子

プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
の
目
裾
多
終
了

し
た
。

森下教授によるインタれネット学習

再0周年記念館「花水本どでの昼食会
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ひ
と
目
に
セ
ク
シ
ャ
ル
八
ラ
ス
メ
ン
ト
と
言
っ
て
も
色
々

な
熊
様
が
あ
り
、
又
、
校
害
者
側
が
当
該
行
為
を
八
ラ
ス
メ

ン
ト
と
説
け
取
る
か
ど
う
か
が
麗
態
で
あ
り
個
々
の
ケ
ー
ス

を
調
べ
今
後
の
対
策
と
こ〃
た
い
（一
こ
こ
で
は
、
具
岱
鶴
な
現

例
を
絹
介
す
る
こ
と
と
し
た
９

平
成
２
年

に
判
決
が
下
さ
れ

た
。
あ
る
ホ
テ
テレ
の
女
性
従
業
員

に
対
す
る
直
属
の
上
司
で
あ
る
会

計
課
長
の

幸行
為
』
で
あ
る
。

あ
る
爛
、
勤
務
終
了
後
女
性
従

業
員

（仮
に
Ａ
子
Ｌ
す
る
。）が
勤

数
紫
サ

後
、
会
辞

課
長

↑

愁
長

と
呼
ぶ
◆）か
ら
食
事
だ
け
と
い
ふ
ノ

こ
と
で
誘
い
を
基
一け
た
。
テ」
ン」
で

既
拒
湖
線
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
．

子
は
原
辱
に
沈
ん
だ
。

さ
ら
に
Ａ
子
な
こ
の
一行
為
に
よ

り
極
度
の
精
神
飴
苦
癖
か
ら
身
体

の
不
調
を
来
た
Ｌ
で
い
た
◆
思
い

余

っ
て
周
僚
に
相
談
し
た
Ｌ
こ
ろ

返
っ
て
会
社
為
に
噂
が
な
ま
り
、

結
局
、
退
職
の
や
金
な
さ
獲
■

っ

た
◆
鶏
動
車
内
で
行
わ
れ
た
行
為

は
剤
法
の

「強
制
わ
い
せ
つ
昇
一

で
あ
り
、
上
珂
で
あ
る
立
場
を
慕

の
さ
中
、
選
挙
達
勤
景
任
い
か
が

わ
し
い
行
為
を
車
中
で
行
っ
た
と

し
て
被
等
者
と
さ
れ
る
女
性
に
訴

え
ら
れ
、
民
事
で
は
争
わ
ず
損
害

態
債
態
支
払
う
。
復
し
、
刑
事
裁

鵜
一にな
っ
井
一ら
笹
嵐
的
ル′に争
つ
と

一言
っ
て
い
る
ゥ
与
か
Ｌ
、
こ
れ
は

お
か
し
い
。
淳
層
な
ら
民
事
で
も

崩
事
で
も
事
実
を
否
定
す
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
ン」
，」
で
は
大
阪

府
知
事
の
こ
と
を
取
う
上
が
る
の

が
杢
一息
で
は
な
ｒ
）

ぶ
課
長
の
Ａ
子
狂
対
す
る
行
為

は
、
こ
れ
は
セ
ク
（
ラ

（性
的
な

い
や
が
ら
せ
）
な
ど
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
単
純
年
用
法
の
強
細

わ
い
せ
つ
罪
で
あ
り
、
Ａ
子
が
告

訴
、
事
実
関
係
が
訴
明
さ
れ
れ
ば

文
句
な
く
Ｂ
課
長

は
有

罪

に
な

る
。
Ｂ
課
長
を
弁
整
す
る
余
地
は

全
く
な

い
３

関
題
は
、
Ａ
子
の
側
に
何
の
落

ち
度
も
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
子
は
こ
の
よ
う
な
事
悪
柱
焔

い

る
の
を
防
げ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
か基
弄
一
、
Ｂ
課
長
の
誘

い

を
断
れ
ば
よ
か

っ
た
。
だ
が
実
際

の
職
場
で
い
つ
も

い
つ
も
断

っ
て

ば
か
り

い
ら
れ
な
い
の
が
懸
本
の

社
会
の
実
状
か
も
知
れ
な

い
。
で

も
、
翌
日
す
ぐ
に
で
も
蓄

え
冷

転

と
も
で
き
た
。
で
も
表
沙
決
に
し

た
く
な
い
。
そ
こ
で
同
僚
に
相
談

し
た
。
こ
と
が
い
け
な
か

っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
人
事
院
な
ど
の

セ
ク
シ
ャ
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

解
決
の
手
引
き
に
出
て
来
る
の
は

必
ず
相
談
担
当
者
を
置
き
、
プ
ラ

イ
バ
シ
】
の
保
護
も
絶
対
粂
作
任

掲
げ
て
い
る
。
実
際
に
は
こ
の
当

籍
今
の
よ
う
に
セ
ク
ハ
ラ
問
題
が

騒
が
れ
て
お
ら
ず
、
相
談
を
し
よ

う
に
も
適
単
な
人
が
い
な
か
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
実
際

権
な
こ
の
よ
う
な
刑
事
事
件
に
縦

れ
る
よ
う
な
も
の
は
珍
し
く
、
本

い
く
。
当
然
そ
れ
に
強
く
反
発
す

る
も
の
も
現
れ
る
。
集
団
に
ス
ポ

イ
ル
さ
れ
る
物
の
中
に
は
、
強
い

個
性
を
持
っ
た
も
の
が
少
な
く
な

来
の
セ
ク
ハ
ラ
Ｌ
し
て
閥
憲
視
さ

れ
る
の
な
も

っ
Ｌ
陰
に
こ
も

っ
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
ｃ
茎
の

盤
害
者
本
人
が
ど
う
し
て
良
い
か

分
か
ら
な
い
。
相
談
窓
邸
の
充
実

が
望
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
じ
こ
の

相
談
細
度
に
つ
い
て
は
、
後
に
逃

べ
る
こ
と
と
し
、
次
園
は
大
学
擢

時
有
の
そ
し
て
最
も
建
こ
り
が
ち

な
、
数
長
と
女
子
学
生
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

た
Ｌ
し
て
も
、
そ
れ
が
生
活
の
安

定
を
意
味
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

冷
静
に
機
器
を
計
算
す
れ
ば
結
果

な
わ
か
り
き

っ
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
も
単
な
る
遊
び
人
の

し
て

一
緒
に
い
る
必
要
は
な

い
の

だ
っか

く
し
て
若
者
の
組
織
や
遡
体

は
徐
々
に
解
体
さ
れ
、
多
数
の
グ

ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
同
質
化
し

て
い
く
。
用
じ
若
者
で
も
、
洋
賑

の
セ
ン
ス
が
合
わ
な
い
だ
け
で

Ｆ

締
に
買
い
物
に
い
け
な
い
か

ら
仲
良
く
な
れ
な

い
」
の
で
あ

る
。も

は
や

コ
詈
び
は
苦
労
と
セ
ッ

ト
」
で
は
な
く
な
っ
た
。
苦
労
な

く
、
そ
こ
そ
こ
の
啓
び
が
求
め
ら

れ
ツつ
時
代
な
の
だ
っ
篠
ち
が
擬
絹

す
る
年
代
と
も
な
れ
ば
、
育
妃
に

つ
い
て
も

「音
労
な
く
育
て
る
サ

ー
ビ
ス
一
が
提
供
さ
れ
る
の
か
も

し
れ
な
い
ｃ

今
の
若
者
も
、
疵

を
と
れ
ば
環
境
通
応

力
は
落
ち
て
く
る
っ

環
境
も
葉
に
な
る
と

は
艘
ら
な
い
。
そ
ん

な
将
来
、例
え
ば
、経

済
環
境
が
悪
化
し
た

未
来
で
彼
ら
な
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
る

の
だ
ろ
つヽ
か
？
書
妥
々

し
な
け
れ
な
夢
は
手

に
入
ら
な
い
と
で
つ

従
来
型
の
原
体
験
が

少
な
い
彼
ら
姪
と
っ

て
、
鰹
遅
で
き
な
い

リ
ス
ク
に
遭
通
し
た
控
の
時
こ

そ
、
雇
ど

の
適
応
能
力
が
閣
わ

れ
る
時
代
と
な
る
だ
ろ
う
。

（鈴
木
欝
道
離
学
長
）

判
例
に
見
る
事
例

Ａ
子
態
本
当
は

痛
し
た
典
蟄

あ
ま
り
気
が
進

崎
な
セ
ク
シ

ま
な
か

っ
た
。

Ｂ
課
長
の

一‐食

●

ゝ

一美
を
し
て
快
道
に
感
ら
し
た
　
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
楽
が
で

事
だ
け
だ
よ
。

プ

デ
＼

‥

／

あ
る
と
し
て

い
」
「
い
い
と
こ
取
り
を
し
た
い
」

き
る
環
境
な
ら
そ
れ
に
頬
応
す
る

も
し
な
い
よ
。こ

ツ

●

／

１

＼3
Ａ
子
が
民
宇

の
も
立「吠
だ
。
厨
本
の
強一星か
な
乗

（絶

任
な
何

こ

Ｌ

で

ビ

」
と

で

圭
Ｌ
な
く
食
事

に
応
じ
た
が
、

集
の
定
、
帰
り

の
中
の
中
で
モ

ー
ナ
ル
に
誘
わ
れ
た
。
も
ち
る
ん

Ａ
子
は
預
否
９
Ｂ
課
長
も

一
れ
な

諦
ら
め
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
途

中
で
募
び
襲
い
か
か
り
強
夕
に
キ

ス
を
線
り
返
Ｌ
、
Ａ
手
が
激
し
く

抵
抗
す
る
Ｌ
、
一け
ち
だ
な
あ
、

じ
ゃ

一
万
碧
払
う
か
ら
ｌ
・
ｔ
ｉ
Ａ

裁
判
所
は

Ａ
子
の
主
張

を
全
種
的
に

認
め
た
．
Ｂ
課
長
態
裁
報
所
に

一

切
魏
張
せ
ず
、
容
，
き
も
提
機
ｂ

な
か
っ
た
の
で
、
民
事
訴
訟
法
に

よ
り
事
実
を
認
め
た
も
の
と
み
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
、
剛
じ
よ

う
な
事
例
が
話
題
に
な

っ
て
い

４
）
猿
曲
大
医
獲
裂
一
だ
響
導
委

若
者
は
ど
こ
へ
？

を
た
め
る
と
を
は
で
き
な

い
だ
ろ

つヽ
。同

賓
化
の
進
行
は
屈
時
に
グ
ル

ー
プ
を
多
層
化
し
、
さ
ら
な
る
爾

質
化
を
も
た
ら
す
ｏ
露
蜜
た
と
多

層
化
の
ス
パ
イ
ラ
ル
嫁
、
異
質
な

物
を
排
除
す
る
傾
向

へ
と
進
ん
で

集
層
と
鶉
心わ
れ
が
ち
だ
が
、
線
縁

で
あ
る
以
上
、
参
加
し
て
い
れ
ば

様
々
な
強
制
力
が
働
く
。
若
者
に

は
そ
れ
が

「ウ
ザ

い
こ一
の
で
あ

る
◇
ウ
マ
が
合
わ
な
け
れ
ば
無
理

ザ

フ

霧
著
の
フ
４
多
界
ケ
身
……″

ト

ク

ス

セ

ヤ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で

上
の
損
害
鶏

債
を
求
め
た

の
で
あ
る
ｃ

▼上
下
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

一与
え
ら
れ
る
も
の
の
中
か
ら
好

き
な
も
の
を
選
択
し
た
い
」
争リ

ス
ク
な
く
感
動
を
味
わ
い
た
い
」

「蒜
鶴
く
さ
い
こ
Ｌ
は
い
や
だ
鳴

現
在
の
若
者
の
特

徴
と
言
わ
れ
る
こ
れ
　
　
，‐‥
‥
…

ら
の
特
徴
は
、
よ
く

を
え
れ
ば
誰
し
も
が
望
む
も
の
で

あ
る
。
，
か
し
、
傷
か
ら
え
て
い

る
大
人
は

「そ
れ
だ
け
で
い
い
の

か
≒
継
続
で
き
る
の
か
Ｌ
議
か
が

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
」
な

ど
と
考
え
て
し
ま

亀ヽ

若
さ
＞
一な
環
境
通
応
力
が
鳥
い

境
が
我
々
に
そ
れ
を
諦
し
、
そ
の

と
笙
だ
褒
構な
の
で
あ
る
ｃ
経
済

環
境
が
許
す
霰
り
は
、
こ
の
流
れ

プ
と
い
つ
た
人
間
関
係

を
敬
逮
す
る
。
命
令
よ

坤
説
得
、
孤
臨
よ
り
も

人
気
が
こ
れ
か
ら
の
リ

―
ダ

ー
に
要
求

さ

れ

る
。
大
学
の
体
育
会
や

サ
ー
ク
ル
が
減
少
し
て

い
る
の
も
そ
ん
な
理
由

か
ら
だ
ろ
う
。

長
引
く
企
業
の
採
用

減
少
で
、
体
育
会
や
有
名
校
と
言

っ
て
も
以
前
の
よ
う
に

一
流
企
業

痒
内
定
で
き
る
保
証
な
な
い
。
経

済
と
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
変
容

の
中
で
は
、　
一
流
企
業
に
就
職
し

こ
の
流
れ
な
権
威
や

職 田
四

ロ

圏
園

圏
中
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法
人
運
営
調
査
行
わ
る

去
る
拇
月
５
Ｂ
機
、
文
都
省
設

繊
法
施
行
規
則
等
拒
幕
づ
い
て
、

学
猿
法
人
連
営
調
査
姿
長
に
よ
る

法
人
実
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
な
法
人
の
運
営
が
通
下
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
又
霧
務
が
健
全
な

状
況
に
あ
る
か
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

当

日
、
正
午
過
ぎ
２
人

の
委

員
、
立
命
億
大
学
理
事
長
川
本
人

郎
氏
、
慈
恵
会
医
科
大
学
感
朧

・

避
事
の
顕
中
鷲
樹
氏
の
な
か
支
部

省
高
等
教
育
局
学
校
法
人
調
査
謀

の
事
務
言
２
名
が
本
手
に
到
笠毎

本
学
宮
細
理
事
長
、
船
越
学
長
な

ど
が
玄
関
ま
で
鵡
週
え
た
◇

昼
食
後
、
年
後
ｌ
時
２。
分
か
ら

≧
サ
館
大
会
議
索
で
謝
金
が
開
始

さ
れ
た
。
調
査
委
員
の
紹
介
、
挨

拶
、
本
学
出
席
者
の
紹
介
が
型
ど

お
り
行
か
れ
た
後
、
調
査
委
差暴
寺

に
よ
る
閉
き
取
り
調
査
が
齋
始
さ

れ
■
｛。
本
芽
農
席
者
に
よ
る
と
、

大
武
問
題
、
理
事
会
の
開
催
状

況
、
本
学
の
聯
務
状
況
等
に
つ
い

て
箕
聞
が
あ
っ
た
と
の
こ
れ
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
指
摘

事
項
や
故
著
、
指
導
勧
告
は
全
然

な
か
っ
た
よ

つヽ
で
あ
る
。
健
全
な

法
人
運
営
が
容
観
約
に
証
明
さ
れ

た
と
で
つ
サ学と
で
あ
ろ
亀ゝ

な
お
、
法
人
佃
出
席
者
は
次
の

と
お
り
◆富
閣
鶴
理
事
長
、増
霜
麹

弘
営
務
翠
事
ゝ
渡
遷
喜

一
郎
常
務

理
事
、赤
石
縫
鵞
管
務
理
事
、推
進

正
也
学
長
、菱
劇
健
塗
手
務
局
長
◇

仝
宇
教
警
冥

と
地
元
経
済
界

の
交
流
を
深

め
、
ひ
い
て
は

本
学
学
生
に
対

す
る
水
入
を
活

発
に
行

っ
て
貰

う
れ
い
で
、
今

年
も
朝
日
大
学

一講
演
を
祭
親

の
会
務
が
爵
月

‐４
目
、
蚊
景
‐‥，

内
の
ホ
テ
ル
で

開
擁
さ
れ
た
。

と
の
会
は
、

〓
二
ｏ
住
０
て
，
は

やヽ
ウ

ス
に

よ
る
使
料
な
操
作
が
特
徴
で
す

が
、
機
能

（操
作
）
の
中
に
は

マ
ウ
ス
を
動
か
す
よ
り
も
キ
ー

操
作
の
方
が
簡
単
で
学
い
場
合

も
あ
る
の
で
憶
え
て
お
く
と
便

利
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
１

回
目
や
３
囲
日
で
紹
介
し
た
シ

〓
―
ト
カ
ッ
ト
操
作
の
い
く
つ

か
が
そ
れ
で
す
。

（ち
な
み

に
、

「
ン
〕
‥
ト
カ
ッ
ト
こ
と

い
う

の
は
夢

すヽ
ｏ
ｏ
髯
∽
の
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
画
面
に
あ
る
各
種

の
ア
イ
コ
ン

⌒絵
文
字
）
の
こ

と
も
指
し
ま
す
が
、
本
編
で
欺

り
上
げ
る
の
は
シ
導
―
ト
カ
ツ

ト
操
作
で
す
。）今
割
憩
こ
の
シ

ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
操
作
編
で
す

が
、
ま
ず
は
お
さ
ら
い
か
ら
始

め
ま
す
。

◎
３
瓢
溶

（第
５
号
）
で

《
Ｐ

ピ
ー
）
〈姑
り
行
け
）
の
シ
謝

地元経済人を据き「譲演と懇親の会」

一会の在り方に一考も一

朝日大生をよろしく

２
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
お

り
、
第
１
都
は
企
業
の
人
達
を
対

象
に
、
著
毎
人
を
議
節
に
総
い
て

４Ｔ
２
講
演
会
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
今
年

は
中
央
大
学
経
済
学
郡
教
授
首
郡

筑
子
氏
が
講
師
と
な
り

「女
性
労

働
の
新
時
代
」
Ｌ
遷
し
て
謙
演
、

引
き
続
き
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
ォ
ッ
シ
講
ン
が
催

さ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
亡
郡
氏

の
他
に
、
鈴
木
雅
子
パ
ソ
ナ
中
都

日
本
営
業
本
部
長
、
早
瀬
保
■
日

本
笹
易
候
阻
久
添
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
工
径
我
究
景
が
参
貌
し
行
わ
れ

，
ト
カ

ン
ト
操
作
を

や
り
ま

し
た
。

「
⇔
二

」
■

「
舎
」
と

い０
お言

■
一＜
」
で
し

た

ね
。

コ
ピ
ー
の
代
わ
り
に

《
切
り
収

り
〉
操
作
を
懲

つ
と

《移
動
〉
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
織

一ば
守
工

＋

マ

こ
と

ご

希と

■

で

」
の

組
み
合
わ
せ
操
作

で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

◇

篭

Ｏ
β
Ｏ

に

櫛
Ｘ
⇔
郡
■
、ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ
の
面
函

に
電
子
メ
ー
ル
の

基褒
気

Ｌ
一度

に
た
く
さ
ん
の
ウ

イ
ン
ド
ウ

（
ソ
フ
ト
）
を
開

い
て

い
る
特
在

一
つ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
か

ら
他

の
も

の
ほ
切
り
替
え

る
に

は
、
タ
ス
ク
バ
ー
ヘ
マ
ウ
ス
ポ
イ

ン
タ
を
持

っ
て
行
き
、
ソ
フ
ト
の

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク
、
と

い
う

の
が

普

通

の
操

作

で
す

が
、

た
。第

２
郡
態
会
場
を
移
し
、
夕
食

（立
食
形
式
）
を
共
に
し
な
が
ら

の
懇
親
会
で
み
る
。
こ
こ
は
大
学

職
員
と
企
業
の
方
々
Ｌ
の
墓
刺
交

換
や
会
話
が
行
わ
れ
、
大
学

・
企

業
開
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て

用
意
さ
れ
て
い
る
。
実
は
大
学
に

と
っ
て
は
こ
の
第
２
部
懇
親
会
の

方
に
意
味
が
お
る
と
い
っ
て
も
ま

い
。
一連
旋
な
ア
ル
コ
，
ル
で
会
議

が
弾
み
、
そ
の
場
で
、
あ
る
い
は

後
営
の
統
琺
に
開
す
る
話
に
進
展

す
れ
ば
と
の
趣
旨
で
懇
貌
会
が
段

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ

一＞
屋

キ
ー
を
押
さ
え
た
ま
ま

げ
”
エ

キ
ー
を
ポ
ン
と
岬
い
て

み
て
く
だ
さ
い
台
小
さ
な
窓
が
現

れ
て
そ
の
中
に
動
作
中
の
ソ
フ
ト

の

ア

イ

コ

ン

が

有

っ

て
、

守
″ユ
キ
‥
を
甲
とヽ
た
び
塩
迷

択
さ
れ
る
ア
イ

ョ
ン
が
場
り
替
わ

り
ま
す
。
騒
織
の

ソ
フ
ト
が
選
択
さ

れ
た
と

こ
ろ
で

Ｆ
″
】と

キ
ー
か

ら
指
を
離
し
て
下

さ
い
。
ど
う
で
す

か
、
そ
の
ウ
イ
ン

ド
ウ
に
切
り
審
わ

っ
た
で
し
ょ
う
？

◎

「＞
五

キ
ー
を
使

っ
た
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
を
も
う

一
つ
。
た
と

え
ば
ハ
ー
ド
デ
イ
ス
ク

（Ｃ
ド
ラ

イ
ブ
）
の
状
警

譲
べ
る
と
き
に

な
、
フ
ア
イ
ル
を
操
作
す
る
ソ
フ

ト

一
エ
ク
ス
プ
習
―
ラ
一
で
Ｃ
ド

と

寧ろ
が
実
際
に
は
あ
ま
り
そ
の
機
能

を
な
た
し
て
い
な
い
の
が
正
直
な

ラ
イ
ブ
を
選
択
し
、
お
得
意
の

右
ク
リ
ン
ク
で
ド
奪
ッ
プ
ダ
ウ

ン
メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
て

「プ
ロ

バ
テ
イ
一
を
ク
リ
ッ
ク
、
と
な

る
の
で
す
が
、　
一
気
に
プ
ロ
バ

テ
ィ
を
表
示
さ
せ
る
シ
コ
ー
ト

カ
ウ
ト
操
作
が
あ
り
ま
す
。
目

的
の
ド
ラ
イ
ブ
や
フ
ァ
イ
ル
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
選
択
し
て
お
い

て
、
　
「＞
】と
　
■

「櫛
こ
一ｏ
津

と
操
作
す
る
と
プ
ロ
パ
テ
イ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

使
用
中
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
イ

ス
ク
の
残
り
容
量
を
チ
コ
ッ
ト

調
べ
た
い
、
な
ん
て
言
う
と
き

に
、
　
「＞
▼
」
十

一嗚
″
Ｊ
」
で

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ジ
一
の
題
函

に
卵
り
す
え
、
こ
の
操
作
を
行

い
ま
す
と
Ｏ
Ｋ
。
麓
便
で
し
か

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
学
関
係
者
に

言
わ
せ
る
と
、
企
業
の
人
達
な
議

演
が
終
わ
る
と
、
又
は
懇
裁
会
に

畠
て
も
乾
杯
が
済
む
Ｌ
直
ぐ
に
帰

っ
て
し
ま

孔ゝ

語
を
し
て
い
る
暇

が
な
い
と
い
孔ヽ

何
か
王
夫
が
必

要
で
あ
る
。
揮

え
ば
第
１
夢

τ
省

い
て
懇
貌
会
だ
け
に
す
る
と
か
。

元
々
一馨

基

憲

行

？

ン
た

，し′た

の
は
、当
時
就
職
楊
定
が
あ
り
、
´

定
の
時
鶏
以
前
に
大
学
側
が
企
業

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
、

そ
ん
逸

蟹

愚

奎

生
し
な
い
。

参
加
企
業
も
年
々
減
少
し
て
来

て
い
る
と
い
う
ｃ
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
再
考
す
る
≧
安
を
指
機

す
る
声
も
期
か
れ
た
。
本
学
学
生

の
就
職
の
た
め
に
全
職
員
が
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
て
い
こ

一孔

も

カ

ッ
コ
イ
イ
。

乾杯の発声をする瀬刑中都化成薬品種長

人
事
消
息

姦
育
警
興
入
事

併
径

（蛉
月
１
月
）
▽
大
学
院

驚
学
研
究
料
講
師
梅
奈
豊

（歯
学

部
田
矮
細
竜
争
荘
狂
講
締
）
▽
査

学
部
首
科
臨
床
研
究
所
籍
属
歯
舞

診
療
所
嚇
争
に
歯
学
奉
附
癌
病
院

勢
手
の
以
下
９
墾
粛
警

景
が
併
征

さ
れ
た
。
滝
永

一
、
五
明
俊
二
、

北
後
光
信
、
犬
来
明
弘
、
孔
祥

忠
、
樽
纂

異

営

筵

、
娘
村

善
治
、
松
井
浩
（
逸
閣
昌
弘
、
笠

井
唯
売
、
大
束
信

一
、
小
野
普

祐
、
尾
辻
歩
、
仲
岡
笹
彦
、
近
藤

幕
生
、
笠
療
牲
子
、
翻
中
努
、
隠

辺
俊

一
部
、
横
曲
牲
郎

〈事
務
職
員
人
事
〉

退
職

（９
月
綺
日
）
▽
村
上
記

念
療
墜
霊
務
塾
撃

墾
賃
隅
仁
美

▽
総
務
部
経
理
課
猿
渡
華
智
子

採
痛

（９
月
と
印
）
▽
学
事
郡

学
事
課
石
本
昭
彦
▽

（蜀
月
１

日
）
総
務
部
経
理
謀
学
西
彩

躍
置
換

（１０
月
生
日
）
▽
学
事

都
入
試
課
籐
綴
力
（学
長
企
画
室
）

途

療

轡
員
き

退
職

（７
月
３．
日
）
▽
附
属
病

墜
一纂
嬬
梶
野
昭
実
▽
聴
毎
ユ

蓉

痰

“
霊

編

撮

美
、

同
逸
隠
友
佳

（９
月
艶
日
）
▽
歯

科
綸
床
研
究
一沸
附
属
歯
科
診
療
所

歯
科
衛
生
士
近
藩
療
代

採
用

（７
月
２
日
）
▽
村
上
記

念
病
院
薬
剤
師
関
谷
泰
明

（８
月

ｌｌ
日
）
▽
附
癌
病
院
若
護
婦
二
村

さ
と
み
、　
⌒９
月
１
日
）
▽
村
上

記
念
病
院
看
護
婦
１
・
Ｌ…
騨
恵
美

編

集

後

記

傘

詫

び

▽
藷
殺
の
事
情
に
よ
り
Ю
周
１
周

号
を
体
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
月
の
行
事
予
定

▽
第
絡
回
篤
志
献
体
者
過
惇
法

要

二
月
１３
爾
的

▽
雄
痛
入
学
試
験

一　
般
　
敵
月
郷
日
的
法

・
簿

二
月
學
息
〕営

・情

▽
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
入
学

試
験
推
庵
Ｉ
　
ｎ
月
２３
日
∞

▽
な
が
ら
会
総
会

二
月
２５
爾
い


